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寝殿造の祖形は中国の四合院であり,そ の四合院は中国古代から清代まで一貫して主流であったとするこれまでの定説

に対して,中 国唐代の上級住宅は四合院が主流ではなく清代よりも開放的であったが,そ の後清代にみられる閉鎖的な四

合院に変化した,一 方日本の寝殿造はそのような唐代の住宅を模倣したが,そ の後中世にかけてより開放化し,方位に関

係なく道に面して住宅を構える正面性へと変化した,と する仮説を設定した。その仮説を実証するために唐代住宅の実態

を明らかにし,併せて中国古代住宅と日本古代住宅の異なる展開を比較考察し,その文化的背景を探るものである。
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4)寝 殿 造,5)四 合 院住宅,6)唐 代 上級住宅,7)儒 教 と仏教

STUDY ON THE DEVELOPMENT OF EARLY CHINESE RESIDENCES 

     AND IT'S RELATION TO JAPANESE RESIDENCES
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     In the present study, we show evidences that disprove generally accepted theory that the SINDEN-TUKURI owes it origin to 

the SHIGOIN of China and that the SHIGOIN has been in the main stream from the ancient China through the era of SHIN . Our 

findings could be summarized as follows: 1) The major style of the upper class residences in the era of TO in China was not in 

SHIGOIN style. 2) Residences in the era of TO were more open than that of SHIN.3) Thereafter, it was changed to the closed style 

of SHIGOIN as seen in the era of SHIN.

1.研 究の仮説

現代の都市独立住宅の配置平面 は,敷 地の方位に関係

な く,座 敷 と居間などの主要な部屋を押 しなべて南面す

るという南方位重視型が一般的である。その結果,南 入

り以外の住宅では道 との関係が非常に閉鎖化 している。

ところがこのような住宅は,明 治以降とくに戦後に急速

に一般化 したものであり,現 代の都市独立住宅の源流で

ある近世の中下級武士およびそれを継承 した明治以降の

都市中間層の住宅においては現代住宅と大きく異なって

いた。それは敷地の方位に関係なく,道 に面 して住宅の

正面(玄 関一座敷 一表庭一外観正面)を 向けるという正

面性が主流であり,道 と住宅との関係は多少の塀 と門が

あって も道側の住宅面は広 く開口し,表 庭 も道側に設 け

るという点でかなり開放的であった。この ことは著者の

これまでの一連の全国調査で実証されている注1乙

では,こ の正面性の住宅はどのような変遷を経ていつ

ごろ成立 したのかが次の重要な課題 となるが,こ のよう

な武士住宅の書院造は平安時代の寝殿造か らの変化であ

るか らして,こ の問題を考え る場合寝殿造まで遡る必要

があろう。

平安時代に成立 したとされる寝殿造 は,こ れまで中国

の四合院住宅が祖形であると考えられてきた。建築史学

の先学である福山敏男氏,太 田静六氏,そ して井上充夫

氏の著作にその事が述べられている注2もこれに対 して寝

殿造の祖形を内裏 に求める見解 もあるが注免)前者が定説

であろう。ところが寝殿造はその基本形を中国の四合院

住宅に真似たとされるが,そ の時期に相応する唐代の貴

族士大夫の上級住宅の実態は何 も明 らかになってはいな

い。これまで多 くの四合院住宅の調査が明治以降の先学

によってなされて きたが,そ れは清代のものが多 く,幾

ら遡っても明代までであり,勿 論唐代の住宅は存在 しな

い。このような清代の四合院住宅と寝殿造を比較 しつっ,

清代より二千数百年前の西周時代の宮室建築遺跡の発見

例を もって,そ れが四合院住宅 と形が似ているところか
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ら,そ の間にあたる唐代の空白部分も同じように四合院

住宅であったとする推測を前提にしている。唐代におい

て四合院住宅が一般化 していたかについては,中 国の建

築史研究者たちも一様に四合院住宅であったとする見解

であり注9中 国建築史研究の田中淡氏も唐代は四合院住

宅が主流であったと述べている注5も

唐代は周知の如く仏教文化の最盛期であった。その後

は仏教の迫害衰退とは逆に南宋以降朱子学儒教が興隆す

る。その間には明確な文化的断層がある。文化史及び哲

学者の和辻哲郎氏は唐宋の豊麗な詩文と醇美な彫刻絵画

に比べて明のものは異なり,唐 宋と明清とは中国文化史

上極めて大きな相違があると指摘する注6もまた唐代は漢

代までに纏められた古典儒教が貴族士大夫たちの教養と

して存在 し続けるが,広 く民衆にまで普及 した仏教は,

現世を空と捉え,来 世に重きをおいて無私否欲(自 利)

と他人への慈悲(利 他)を 説いた外なる思想である。こ

れに対して儒教は,祖 先祭祀を基本にすえながら父子の

孝を規範とする宗族主義で現世利益の内なる思想である,

いくら中国建築が古代以降連続した要素があるとはいえ,

文化が異なるのに住宅全体が同じであったとは考えにく

い。住宅は文化の一側面であるからである。従って清代

の閉鎖的な四合院住宅と仏教文化の繁栄した唐代の住宅

が同じであったとは到底思えない。

以上の問題認識から,唐 代の上級住宅は四合院形式が

主流ではなかったと考え,「 中国唐代の上級住宅は仏教

文化に反映されて開放的なものであったが,そ の後,幾

度かの戦乱と儒教文化の伝統の復活によって清代にみら

れる閉鎖的な四合院住宅に展開した。一方日本は,唐 代

の上級住宅を模倣しつつも平安時代にかけてさらに開放

化した寝殿造へと発展していった。そして中世にかけて

の仏教文化のさらなる興隆を背景にして道に面して住宅

正面を構える正面性が築かれていった。」とする仮説を

設定 した。そしてその仮説を実証するために,中 国唐代

の上級住宅の実態とその展開を探り,寝 殿造との関連性

を考察することを目的としている。併せて中国古代住宅

と日本の古代住宅の異なる展開を比較考察し,そ れを決

定した文化的背景も考えたい。

2.寝 殿造 と四合院住宅

寝殿造の研究の歴史 は古い。江戸時代後期の沢田名垂

の 「家屋雑考」に始ま り,村 田治郎,前 田松韻,稲 垣栄

三,川 本重雄 ら各氏の研究がある。とくに戦前か らの長

年の労作を集大成 した太田静六氏の大著 「寝殿造 りの研

究 ・昭和61年 」の内容 は精緻で膨大である。それによる

と,寝 殿造の基本形 としては正殿である南向きの寝殿を

敷地の中軸線上の後方におき,そ の左右と後に対屋を設

け,そ こか ら南に延びる回廊の先に中島を有する南池が

ある。平安盛期までは図2-1に みるように左右対称であ

ったが,平 安末期にかけて図2-2に みるように対屋が消

滅あるいは対代に変化 し左右非対称に変化 した,と 述べ

ている。そ して この初期寝殿造の祖形が図2-3の 左右対

称の四合院住宅とみな し,正 房は寝殿に,東 西の廟房は

東と西の対屋 に相当す るとしている。ただ四合院住宅の

廟房は正房の南側なのに対 して寝殿造の対屋は寝殿の両

隣にあり,両 者の位置に相違がみられ,痛 房を対屋の原

型 とみるには少 し無理があると思われるが,氏 によれば

これは南池をとるために後ろにず らしたものと推論され

ている。 しか し問題 は唐代の上級住宅に廟房が存在 し,

一般化 していたかどうかである
。

ところで廟房といった用語は唐代においては使われて

いないし,正 房は堂 と称されていた。廟房ではなく痛と

いう用語は古 くか らある。春秋時代から前漢の始あにか

けて儒家たちによって編成 された古典用語字書の 「爾雅

釈宮」には 「室有東西廟日廟、無東西廟有室日寝」とあ

り,室 と東西の廟あるを廟 と言い,東 西の廟なく室ある

を寝 としている。重要なのはその廟がどの位置にあり,

どのような部屋であったかである。図2-5は 宋の揚復が

「儀礼」を元に作成 した寝廟図勘である。廟は祖先祭祀



を行い,死 者の木主(位 牌)を 祭 り,寝 は燕寝であ り,

くつろ ぐ建物を意味する。図をみると,廟 は中央の堂の

東端と西端に位置す る部屋である。東序西序とは 「東西

摘謂之序」とあり,東 西の壁 これを序 と言 う。即ち東西

の壁 に囲まれた部屋が廟である。また清代の郡晋酒の

「爾雅正義」によると爽室の前に東西の廟があるとし,

「礼記」の注に,「 西堂は西爽の前にある」ことか ら庸

とは堂 とも言い,そ の位置はやはり中堂の東西端の部屋

を示 している。 この廟は住宅か ら発生 したものとされる。

中国古代史の加藤常賢氏によれば,古 くは生前の住宅が

そのまま死者を埋葬する所であって廟は必要なかった。

その後股代の王が度々遷都す るように旧宅を死者に与え

新居を構えたが,住 宅の半永久化により死者を葬する所

即ち新 しく廟を作 るようになった、と述べている注8乙白

川静氏は,か た しろを置 く林(台)を 設け,酒 をふ り注

いだ帯をおく,そ の形が寝(寝)で あ り,寝 は祭祀空間

の廟であると言う注9もこのように寝は住宅に始まり、廟

は寝 に始 まり、三者は同様式の建物である。また詩人白

楽天が鷹山に草堂を構えた様子を詩に述べているが,そ

の中に 「五架三間新草堂(中 略)来 春更葺東庸屋,紙 閣

盧簾著孟光」 とあ る。奥行き五架に間自三部屋の新 しい

草堂を建てたが,来 春になったら更に東庵を作 り障子を

立て盧簾を垂れて老妻を置 こうと思 う,と 言う。 この東

の廟 とは草堂の東端の部屋を示す ものと思われる。

次 に廃 とはどのような部屋であったか。楽天の住宅で

は妻の部屋であ るが,廟 の廟は古典文献にその記述がな

い。あるのは西房が夫人の部屋であり,室 または堂が主

人の部屋 と記されている(礼 記曲礼上)。 廟の北の爽室

は祭祀 に供える食物を置 く部屋であり(礼 記内則),ま

た鶏の血祭 りの部屋とされる(礼 記雑記下)。 廟はそれ

に続 く南の部屋で あるから、堂で行われる祭祀の予備室

であ ったと考え られる。では,廟 房なる用語はいつごろ

現れるか。正殿前方の東西の建物は元代以降の 「衛署州

郡都省図」の中の官庁,官 舎 に多 くみられるようになる

が,し か しその名称は三房 とか廊屋であり、廟房 とは称

していない。古図文献上に痛房の名称が出て くるのは、

著者の知 る限 り古 くは清代の 「杭州府史 一西湖行宮図」

である。従 って廟房 とはそのような建物の成立以後に後

世の人がつけた名称であろう。

そこで四合院 という用語が誰によって定義 され,い つ

ごろか ら使われて きたかである。日本における中国住宅

の研究 は戦前にも多 く行われており,明 治後期以降の伊

東忠太氏の膨大で精力的な調査,そ して伊藤清造氏,八

木　三郎氏 らの調査がある注10)。ところがいずれも四合

院という用語 は使 っていない。そこで中国の古代か ら近

年 までの文献を調べたがなかなか分か らず,中 国の建築

史研究の第一人者である瀟黙氏を北京に尋ねて教えを請

うた ところ快 く協力戴いた。氏によれば,四 合院という

用語は氏 も中国の学者たちも慣習的に使ってきた し,こ

れまで検討 したことがないとのことであった。まず東漢

の文学者であった班固の著書 「西都胴(西 都は漢代の長

安)」 に 「紅塵四合、煙雲相連」とあり,そ の意味は,

どこまでも周囲が塵土であ り長安の人口が多いこと,馬

車の往来が激 しかったことを形容 している。ここでの四

合とは周囲及び四方か ら囲まれるという意味をもち,東

西南北(或 いは左右前後)の 四つの方向を指すとされる。

また六合 とい う言葉もあり,そ れは四合に上下2つ の方

向を加えた意味である。唐代の詩人李 白の 「古風之三」

には 「秦王掃六合」とあり,そ れは秦王が天地四方を征

服 したとされる。このように四合,六 合 という用語は古

代か ら使われている。そして四合院 という用語が使われ

るのは1934年 に出版 された梁思成氏の 「清式官造則例」

が最初ではないかと思われる。それは四面とも建物があ

る一院は四合 と呼び,三 面のみに建物がある場合は三合

と呼ぶとしている。その四方の建物は,南 向きの建物を

正殿あるいは正房,正 殿の前方の建物は廟房あるいは配

殿 正殿 と向き合 う建物は前殿あるいは倒座 と呼ぶとし

ている。そ してその巻末の注釈 に初めて四合院という三

文字が出てくる。院という用語は内庭の意味で唐代以前

から使われているからして,こ こで初めて院の四周を建

物が囲む住宅様式を四合院と称 したのではないか。そし

て以降の中国研究者がそれに準 じて四合院という用語を

使い始め,ま た日本の研究者 もそれを真似たのであろう。

但 し四合院を構成するのは居住す る建物であって,門,

塀,回 廊 は含まれないことは定義上明白である。

3.唐 代の上級住宅の実態

3.1中 国文献にみるこれまでの考え方

寝殿造の祖形が四合院住宅であると述べている先学は

唐代の上級住宅を考察されてはいない。これに対 して中

国の建築史研究者たちは関係史料をもって唐代住宅は四

合院であったとしているが,そ れを検討 してみる。

まず唐代前の漢代である。漢代の住宅を窺い知るもの

は壁画、石画など割合多 く発見されているし,こ れまで

の中国文献に多 く掲載されてきた。図3-1,2は 身分は

分からないが上層 と思われる住宅である。いずれも清代

の四合院住宅にみる廟房のような建物はない。塀または

回廊で囲まれた住宅である。特徴としては前院後院の2

つの庭があり,塀 または回廊で囲まれた屋敷は2 ,3区

画ある。それに正殿は左右対称であり,楼 閣もみ られる。

しか し中国研究者はそれを廊院 と称 し注11),漢 代住宅を

院落組織で多様な四合院であると述べているが注12),そ

れは正確な分析ではない。また図3-3の 住宅も四合院と

しているが,正 殿に向かって左右の建物は入口がないと

ころか ら回廊 とみ られ る。回廊または塀で囲まれた住宅

も四合院とみなせば,日 本の住宅 も寺院も全て四合院と



なって しまう。四合院の定義の曖昧さと言える。

次に唐代の住宅である。この時代の史料は,後 に述べ

る敦煙壁画を除けば極あて少ない。図3-4,5は これま

での中国研究者が階唐代 も四合院であったとみなす根拠

の1つ としてよ く示 される階代の山村住宅である。この

住宅は急峻な山水渓谷を広 く描 いた展子度の游春図の一

隅に小 さく描かれており,前 図は三合院,後 図は四合院

として紹介されてきた注13)。しか しよく見ると前図の右

手建物 は回廊のようにも見える。また後図の手前建物は

単なる塀 とみ られ,四 合院ではないと考え られる。図3-

6は 宋代の同 じような山村住宅であるが,こ の種の建物

内部の様子が はっきりする。正殿前方の右側の建物は明

らかに回廊であり,左 側の建物は厩舎である。游春図の

2つ の住宅 も恐 らくこのような ものではなかったか。仮

にそれ らが四合院であったとして も,都 市の住宅ではな

く山村の小規模住宅であり,そ れをもって唐代の都市住

宅が四合院であったとは言えない。西安郊外の中塗村の

唐墓か ら出土 した三彩建築模型 注14)も唐代が四合院であ

った根拠の1つ とされる。 しか し廟房 とみなされている

両側の各三棟 の建物は奥行 き一間で間ロ三間であり,そ

の前面は丸柱のみで開放である。もしそれが廟房である

な らば,堂 のような入口があって もよい筈である。従 っ

て廟房 とみなされている建物は回廊 と考え られる。唐代

の建築模型は山西省長治郊外にある王休泰墓か らも発見

されている注15)。その正殿前方の両脇の建物には窓があ

り,廟 房であったことが窺える。しか し南門は門房では

ないので,こ れは三合院と言え る。

3.2敦 燵壁画にみる唐代の上級住宅

これまでみてきたように,唐 代の上級住宅を知る手掛

かりは極めて少ないが,幸 いにも敦燈莫高窟(千 仏洞)

の壁画には唐代およびその前後の時代の住宅が描かれて

いる。周知のごとく敦燈壁画の内容は仏教の故事を主要

な題材として描かれており,建築画は寺院,住 宅,宮 室

など多彩である。建築史の立場か らそれを調査 し,系 統

的に分析 したのは前述の薫黙氏が最初である注16)。まず

問題は,壁 画に描かれた住宅が唐代中原の住宅様式を表

す ものかどうかである。敦燵は河西回廊の西端にあって

西域 との門戸に位置 し,漢 代以降の歴代中原王朝にとっ

ての政治,軍 事,経 済,文 化の重要拠点であった注17)。

北魏以降敦燈でも漢化政策が進み,と くに盛唐にかけて

は,漢 人の移住,長 安の僧 と敦煙の僧の頻繁な行き来が

行われていた注18)。敦燈の莫高窟 は前涼代に数人の敦燈

僧によってその造営が始まったが,敦 煙の歴代支配者の

支援のもとで唐代には最盛期を迎え,そ の後元代まで開

窟が続いた。窟内の塑像と壁画は唐代にかけて次第に西

域風か ら唐風に変化 している。それは簡単素朴なものか

ら具体的で豊富美麗なものへの変化,そ して西域風の袖

の短いものか ら唐風の袖の長いものへの服装の変化に表

れている。つまり唐代以降の敦煙壁画は中原文化が強 く

反映 しており,そ こに描かれた住宅も中原の様式に繋が

る。また描かれている建築の内容はそれを知 らねば単な

る想像だけでは描かき得ない極あて写実的で詳細なもの

である。壁画を描いた画工は敦燈県下か ら集あられたか

らして 注19),中 原の建築内容を知 る造営僧の指示の もと

に制作 されたと考え られる。壁画の住宅はかなり多 くあ

るが,住 宅の全体が分かるものを取 り上げて述べる。

図3-7は 階代の壁画である。これは法華経讐喩品の火

宅の説話に基づいて富裕な人々の大住宅が大火になった

場合の悟 りを説いたものである。塀が折れ曲がって描か

れているが,そ れは大火の騒然たる様子を描いたか らで

あろう。東西南北の四方に門があり,堂 は屋敷の中軸線

上に前後二棟が設け られている。そ して廟房のような建

物はない。この壁画には他にも数多 くの住宅が描かれて

いるが,や はり廟房のような建物は皆無である。

図3-8は 盛唐(712～781)の 壁画である。これは法華

経化城喩品の教義である過去,現 在,未 来の3世 に渡っ



図3-10第12窟(晩 唐)・ 模 写
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ての悟 りを説いたものであ り,現 在の人々の暮 らしの風

景を表 したもの と考え られる。四方を白壁の築地塀のよ

うな縞に囲まれ、その奥には瓦葺きで左右対称の堂があ

る。それは三棟で構成され,奥 行き二間で間口が九間

(九室)の 建物で ある。三棟 とも中央の部屋(こ れも堂

という)の 東西に房を設 けた三間形式である。中央の棟

より少 し軒の下が った東西棟が前に述べた痛と考えられ

る。そして廟房なる建物 はない。それぞれの堂の入 口に

は簾が巻き上げ られ,部 屋には花模様の錘を敷いた低 い

淋が置かれている。それに唐風の衣装を着た人が腰をか

けたり坐 った りしている。また中央の建物の南窓は肘掛

けである。前にみた漢代と階代の起居様式は完全なる床

坐であったが,唐 代では林が持 ち込まれ,床 坐を主体 と

しつつ椅子坐への若干の変化がみ られる。中国の椅子坐

への変化 は北方騎馬民族の影響とされているが,淋 は元

々中国伝統の祖先祭祀におけるかたしろを祭る台である

か らして,そ れは内部変化の要素 も強い。中央の建物の

部屋(堂)の 奥壁には掛け軸のようなものがみえるが,

仏画であろう。堂の前は廊であり,床 は敷瓦である。そ

の高さは,描 かれている煉瓦が5段 であるから約30cm強

である。南庭には東西2本 の樹木があ り,そ の庭を挟ん

で堂 と向き合 う建物が南四足門の横にみえる。これは現

代用語では倒座 と称 し,春 属が住む建物 と思われる。築

地塀の縞の外にさらに版土の塀がある。その間の庭は下

僕たちの領域 と考え られる。漢代の住宅画でみた前院後

院の形式である。版土塀には頭無門があ り,そ の横にも

建物があるが,こ れは下僕たちが住む門房とみられる。

図3-9は 晩唐(848～907)の 壁画である。何故か住宅の

前方だけを描いている。この住宅 も前院と後院に分かれ

中門の奥には倒座のような建物がある。院には竹が生い

茂 り,院 を囲むのは連子窓がある回廊である。そ して東

西の建物は門であり,廟 房ではない。前院は東門のほう

へ と広がっているが,こ れは現代用語における偏院であ

る。漢代の住宅画にも数区画の院があったが,そ の一形

態である。

図3-10は 晩唐,図3一 唾1は五代のものである。この形態

の住宅は法華経変相図と して晩唐から五代にかけての壁

画に数多 く描かれている。図3-11の 壁画は法華経信解品

の長者 と家出を した子 との関係を描いた ものであるか ら,

これは長者の住宅である。図3-10は 一院の住宅である。

堂は間口三間であり,そ の四周には連子窓のある回廊が

描かれている。図3-11は 前院後院の二院形式あり,院 の

四周は前図と同様に連子窓のある回廊である。やはりこ

れ らの住宅に も廟房なる建物はない。中門は楼になって

いる。南側偏院の左は厩舎であり、右側の作業場に円形

の構造物が描かれているが,そ れは下僕め住居(草 芦)

であろう。円形の竪穴住居を窺わせる。

さらに宮室 に近い上級住宅 も数多 く描かれているが,

その一例が盛唐の図3-12で ある。宮室に近い住宅になる

と,正 殿は大殿 と称 していたようである注20)。その大殿

であ る中央の建物の両側に妻側を南に向けて奥に長い配

殿が描かれている。その配殿 と中央大殿 との間は回廊で

結ばれている。このような建物は寺院建築にも多 くみ ら

れ,薫 黙氏はこれを一殿二楼式 と称 している。図3-13に

みる盛唐の壁画には,こ のような住宅が庭 と門を含あて

描かれている。東西 と南に門があ り,院 は回廊に囲まれ

ている。そ して院の中央に楼のある大殿があり,そ の左

右 に楼閣風の配殿がある。配殿は妻側二間桁行 き三間で,

ともに大殿側 に広 く開口し妻側を南に向けている。一殿

二楼式は漢代の住宅にも多 くみ られ,漢 代か ら唐代 にか

けての一部上級住宅の主流であった ことが窺える。この

ことか ら太田静六氏の言う寝殿側に開口 し妻側を南に向

けた左右の対屋を有する寝殿造はこの住宅に最 も近い。

ところで平城京における貴族住宅についてはこれまで多

くの発掘調査が行われてきた注21)。その住宅は板塀の中

に主屋 と数棟の付属舎が様々に配置され,ま だ一つの様

式を持つには至 っていない。だが天皇に近い上級貴族で

あった藤原仲麻 呂の田村第は 「東西に楼を構えて高 く内

裏に望み南面の門を便ち櫓 とせ り」 という記述が続日本

紀にある。それが実際を記 したのであれば,前 述 した唐

代の一殿二楼式の住宅 と繋がるのである。

以上,敦 燈壁画にみる唐代の上級住宅は廟房がなく,

四合院形式ではない。またそれは大邸宅を凝縮 して描か

れているが,そ の描写は極めて写実的であり,痛 房なる

建物を省略 したものとは考え られない。 ここに示 した住

宅は壁画の一部に過ぎないが,公 開されている壁画全て

の住宅画にも廟房のような建物はなかった。

3.3白 楽天(居 易)の 詩にみる唐代の上級住宅

唐代の上級住宅の様子はその時代の詩文 と小説か らも

窺 い知れる。白楽天(771～846)は 唐代を代表する詩人

である。科挙を合格 し,高 級官僚の大夫まで昇 りつあた

が,地 方の非門閥出身ゆえか官僚臭 さは微塵 もなく,淡

々 と世の中の移 り変わりを見続けた。儒教は勿論,道 教,

仏教にも広 く精通 し,禅 を愛 した特異な詩人である。そ

の詩は住宅に関連する内容が豊富であり,と くに長安,

洛陽の住宅風景を歌った ものが多い。そこから唐代の上

級住宅の実態を探 ってみたい注22)。

3.3.1長 安の大邸宅

楽天は刺史 として地方に出向いてはまた長安に戻 ると

いう生活を繰 り返 している。大邸宅の様子を述べたもの

に傷宅という詩がある。 「誰家起甲第,朱 門大道邊,豊

屋中櫛比,高 縞外廻還,累 累六七堂,棟 宇相蓮延」,誰

の家かは知 らないが,な かなか立派な甲第(邸 宅)を 建

てたものである,朱 塗 りの門が大きな通 りに面 して建 っ

ている,そ の内側の豊屋(大 きな家屋の堂)が 櫛の歯の



ように沢山並んでいる,そ の周囲には高い摘(塀)が あ

る,堂 の建物は六七棟を数え,そ の棟 は相重なり連なっ

てみえる,と ある。朱塗 りの門が大 きくそびえ,素 泥

(白壁)の 築地塀が道にそって長 く続 く住宅風景を窺わ

せる。それは平安京の風景にも繋が る。さらに邸内には

楼閣 と池 もあった。両朱閣 という詩には 「両朱閣,南 北

相封起,借 問何人家,貞 元讐帝子,五 雲瓢瓢飛上天(中

略)第 宅亭毫不將去,化 為佛寺在人間,粧 閣妓櫻何寂,

柳似舞腰池似鏡」,二 棟の朱塗 りの楼閣が南 と北に相対

して讐えているが,何 人の家かと問えば徳宗皇帝の二人

の姫の住まいであったが,こ の二人の姫は五色の雲に乗

って天に上 られた,し か し第宅や亭塁は持ち去ることは

出来ないので今は寺となっている,そ の粧閣(化 粧室)

や妓櫻(妓 女の館)は ひっそ りとし,庭 前の柳に当日の

舞腰を想い池の水を見て明鏡を想 う,と ある。貴族の邸

宅を寺院に喜捨することはすでに北魏から行われている

が,唐 代の長安 においても貴族住宅の多 くが喜捨 されて

いた。小野勝年氏は中途で廃寺になったものを含めて長

安 の市街には161の 寺院があったが,そ の半数程度が貴

族住宅の喜捨であったことを明らかに している注23)。こ

れ らの寺院 と邸宅の規模はどの程度であったか。長安の

大街(幅 約77～147醗)に 囲まれた坊(里)の 大 きさは,

道を除いて東西350歩(514.5m)～650歩(955.5m

),南 北325歩(477.8m)～550歩(808.5m)で あ

る注24)。例えば邸宅の多い東街の東市の西隣に位置する

平康坊は東西650歩 、南北325歩 である。それらの坊が

巷あるいは街という道路で十字形に4等 分され,そ の1

つが角,隅 と称 していた。唐会要50巻 に 「平康坊,七 賓

七載 永穆公主出家捨宅置観 其地西北隅」 とあり,西

北隅という表示が喜捨 した邸宅の位置を示 している。ま

た坊内三絶と称 して,大 街か ら直接出入 りできたのは三

品以上の高級身分だけであった。この ことか らも三品以

上の高級貴族の宅地の大 きさは横幅約470m縦 幅約230

mの 広大 なものであった。これは平安京の高級貴族が占

めた1町 宅地よ りもかな り広い。中国の考古学者の馬得

志氏は西安市街の発掘調査か ら4分 の1坊 の角は十字形

の道によってさらに4等 分 していた ことを明 らかにして

いる注25)。四品以下の貴族士大夫の邸宅は大街に門を設

け られないか ら16分の1程 度の広 さであったか も知れな

い。それで も道を除いて横巾約230m,縦 巾約110mの

広 さである。そのような広さの寺 と邸宅を除いた一隅に,

曲という細街路が縦横に走 り,そ こに庶民住宅と邸店

(商店)が ひ しめきあっていたことが窺える。

3.3.2長 安の自宅

長安で借家を転々としていた楽天は、その後江州,忠

州への転勤を重ね,50歳 になって4度 長安に戻 り,長 安

東端の新昌里に自宅(中 古住宅)を 構えた。身分は正五

品上である。その住宅の様子は竹窓 という詩に述べてい

る。 「今春二月初,卜 居在新昌,未 暇作厩庫,且 先螢一

堂,開 窓不糊紙,種 竹不依行,意 取北管下,窓 興竹相當,

邊屋聲漸漸,逼 人色蒼蒼」,今 年2月 の始めに新昌里に

落ちついた,ま だ厩や車庫を作 らないうちにまず一堂を

建て(古 い堂の前方 とみ られる),窓 には紙を貼 らず竹

を植え,軒 の下で窓 と竹を相當 るようにした,も って風

の声を聞 くこともでき,竹 の色 も見ることができる,と

言 う。そ して 「濁此竹窓下,朝 廻解衣裳 輕紗一幅巾,

小箪六尺躰(中 略)清 風北窓臥、可以傲義皇」,朝 廷か

ら退けて くるとまず竹窓の下で衣裳を脱ぎ,薄 絹の頭巾

をかぶって竹で編んだ鑓を敷いた躰に横たわる,清 風の

吹 く北窓の下に横たわれば何にも変え難い幸せである,

と言 う。堂には北窓 もあり,低 い躰はその北窓の下に置

かれている。清代の四合院住宅にみる頬は南窓面にある

か ら,寝 台の位置は北か ら南に変化 したことになる。ま

た前述 した大邸宅ではその摘(塀)が 高いことを述べて

いるが,彼 の自宅については,題 新居寄元八という詩に

「青龍岡北近西邉,移 入新居便泰然(中 略)階 塘寛窄纏

容足,培 壁高低粗及肩」,青 龍岡の北の西によった新居

に落ちついて初あて安泰を得た,庭 の広さは僅かに足を

容れるに足 り,培(塀)の 高さは肩 まで しかない,と 言

う。そ して新昌新居書事四十韻 という詩に 「菖屋且扶顛,

籍漏移傾瓦,梁 歌換轟橡(略)巷 狭開容駕,培 低墾過肩,

堂室可舗錘」,倒 れかかった古家を扶け起 こし,傾 いた

瓦を移 して雨漏りを防 ぎ,轟 の食 った垂木を取り替える,

そして巷は狭いのでそれを広げて馬車が通れるようにし,

土塀 も低すぎるのでそれに土盛 りして肩よりは高 くなる

ように した,と ある。また堂の床に鑓を敷いたとあるの

で,こ れは低い林を用いなが らも床坐がまだ主体であっ

たことを示す ものであろう。

3.3.3洛 陽の自宅注26)

53歳 になった楽天は洛陽の履道坊に自宅を構えた。そ

の時には正四品上 に出世 している。2年 後蘇州,長 安 に

転 じ,3年 後再び戻 り,以 後 この 自宅で75歳 の生涯を終

えている。最高位 は太子小傳の正二品であった。

履道新居二十韻 という詩に 「履道坊西角,官 河曲北頭,

林園四隣好,風 景一家秋,門 閉深沈樹 池通浅沮溝 抜

青松直上,鋪 碧水平流(中 略)移 揚臨平岸,摘 茶上小

舟」,洛 陽の履道坊の西角,官 河(伊 水の分流)が 曲が

る北角に新居を構えた,四 隣の林園 も美 しく秋の風景を

一家に集めたようである,門 は常に閉じられて邸内には

樹木が繁 り,池 は浅き流れを通 じ,青 い松は真 っ直ぐに

嘗えたち,青 い水 は平かに流れる,搦(長 いす)を 移動

して池の岸に臨み茶を持 って小舟に乗る,と 言 う。林園

であるか らこの池 は屋敷に隣接 して設けられているので

あろう。その邸宅全体の広 さは,池 上篇の詩に 「地方十

七畝,屋 室三之一,水 五之一,竹 九之一」とあるから,

約97rn四 方 となる(中 国の一畝は日本の一畝の5.5倍)。



洛陽の坊の規模は一様 に300歩(441m)四 方であるか

ら角の広さは約220rn四 方 となり,前 述の馬氏が指摘す

る16分 の1の 宅地が洛陽で も存在 した とすれば,道 を除

いて約105m四 方 となる。楽天が入居 した時は正四品で

あったか ら大街に入 口は設 けられないので,そ の宅地が

角の4分 の1で あったとすれば,楽 天の詩 に示す規模 と

ほぼ一致す る。まず住宅 とその生活 についてみてみる。

上記 とは別の詩に 「託質依高架,横 華野小堂(中 略)清

陰接歩廊」 とあり,南 面の堂の前庭 には薔薇の花が高 く

咲き誇 り,そ の周囲が歩廊(回 廊)で あったことを窺わ

せ る。そして 「中堂不甚卑,聯 堪會親族,足 以貯妻鬼」

とあ り,堂 の真ん中の部屋である中堂は貧 しいものでは

な く,親 族や妻子を集め会するのに足 りるとしている。

また 「家居錐窪落,春 属幸團圓」 とあ り,中 堂は祭祀の

部屋であったと同時に同居 している春属 との団 らんの部

屋でもあった。このような住宅で楽天は,味 道という詩

には 「焚香冥坐晩聰深,七 篇眞譜論仙事,一 巻檀経設佛

心」とあり,奥 深い窓の下で夜香を焚いて黙坐 し,眞 誰

や檀纒を読んで仏の教えを悟ることを記 している。

では,楽 天の家族はどのような構成であったか。長安

の自宅時代 に歌 った庭松 という誌の中に 「一家二十口,

移韓就松來」 とあ り,そ の当時の家族数は20人 である。

そ してその構成は,晩 年の詩によると 「二碑扶盟櫛,讐

童鼻箪}休」,2人 の下女に助けられて手水を使い髪をと

き、2人 の下僕に命 じてたかむ しろの林をかつがせる、

と言 うか ら男女4人 の召使がいたことになる。また 「夫

妻楷老 日,甥 姪聚居年」,夫 妻とも息災で甥姪みな同居

し,そ して 「嬌職三四孫,索 哺続我傍」,あ どけない三

四人の孫が我をとりまいて食物をねだる,と ある。従っ

て楽天の家族は召使と子供家族および春属家族 と暮 らす

20人程度の三世同居であろう。中国の家族構造について

は清水盛光氏の優れた研究がある注27)。それによると唐

代の家族は1戸 平均5入 前後であるが,上 層になると三

四世の同居が一般的であり,大 家族を形成 していた。中

には 「五代 同居,子 孫八十一口」という巨大家族 もあっ

たという。ただし同居は士人階級に限 られていたとされ

る。宋代になると同居がさらに奨励されるが、元明清代

には逆に上層の家族形態が下層の家族形態に近づき,1

戸平均の家族数は唐代と変 らないが,大 家族は縮小化過

程 にあると述べている。そのことか ら楽天の家族は唐代

上層階級の一般的な形態であったといえよう。そこで楽

天の脊属および子供家族はどこに住んでいたか。楽天の

詩か らは廟房の存在を窺わせる記述がみ られない。宅地

の東西全幅が約100mも あるので,恐 らく漢代の図と敦

煙壁画でみたように,宅 地を数区画に して偏院を設け,

そこに彼 らの住まいを構えていた ものと思われる。四合

院が主流 となる明清代にみる廟房は,こ のような大家族

の縮小化にともなう宅地の小規模化 と明代以降にとくに

発展 したとされる父祖の祖先祭祀に結集 し同居する宗族

主義によって,同 一区画内に春属 と子供家族たちの住む

建物として普及一般化 していったものとみ られる。

次に、池のある林園はどの位置にあり,そ の風景はど

うであったか。第新居寄宣州崔相公 と題する詩の自注に

「新居南郊即崔家池」 とあり,楽 天の新居の南隣は崔家

の池であった。その崔相公 とは元宰相であ り,今 は官吏

として宣州 に赴いている。そ して 「濟世料君露未得,南

園北曲i漫爲隣」,君 は官吏 として宣州にいるから当分帰

ることが出来まいが,僕 の家の南園と君の留守宅の北側

の池 と相隣 して この度新居を構えた,と 言 う。このこと

か ら楽天の邸宅は南側 に林園があり,そ こには池 と竹林

があり,そ の南隣は北 に池を構えた雀家である。つまり

楽天の南の林園と雀家の北の林園は続きになっている。

よって楽天の邸宅への入口は、西と北には伊水の分流が

あることか ら東入 りであった思われる。南の林園 と北の

住宅 との間に通路があり,そ こを経由 して南入 りしたの

であろう。

楽天は荒れていたこの南池を自ら整備 している。池上

篇の詩に 「乃作池東粟庫,乃 作池北書庫,乃 作池西琴

楼」 とあり,池 の東に籾殻米を入れる穀物倉庫,北 に書

庫,そ して西に小楼を建てている。また 「始作西平橋,

開環池路,作 中高橋,通 三島逞,又 命樂童登中島亭,合

奏寛裳散序」 とあり,そ の小楼か ら平橋を中島に掛け,

池を巡る道を作 り,3つ の中島にも橋を通 し,そ の中島

に建てた亭の中で樂童に露裳 という楽を合奏させている。

小楼では,別 の詩に 「棲空放妓露」とあるから,妓 女た

ちを住まわせ,ま た 「其奈西槙上、新秋名月何」 とあり,

楼の上か ら名月を望んでいた。罷府露曹居という詩には

「屈曲間池沼,無 非手 自開」 とあり,池 は屈曲 している

が,そ れは楽天自ら掘 った ものである。そ して春池間汎

という詩に 「緑塘新水平、紅濫小舟輕」とあり,春 に緑

の新水を湛え る池で朱塗 りの欄干のある小舟を浮かべて

いる。また晩池汎舟遇景成詠鯵呂庭士 という詩に 「岸淺

橋平池面寛,瓢 然輕樟汎澄瀾(中 略)唯 憐 呂隻時相伴,

同把盛渓菖釣竿」とあり,池 の岸浅 く橋平 らかに池は広

い,澄 んだ水の上をただよいなが ら舟を浮かべ,呂 慮士

よ我に伴 って ともに釣 りをしようではないか,と 言 う。

また軒下に泉水があったことも,「 徹居新泉,實 在宇

下」の詩か ら読み取れる。

以上にみてきたように,池 は屈曲 し,3つ の中島があ

り,そ れに橋がかかり,朱 塗 りの欄干のある舟があり,

池で釣 りも楽 しんでいる。中島には亭があ り,そ こで演

奏を楽 しむ。そして泉水は軒下にあり,池 の西には小楼

がある。 このような南池の風景は全て寝殿造の南池の風

景に酷似す る。太田静六氏は 「寝殿造の研究」の中で,

南池と中島の発想は浄土変相図の宝楼閣曼陀羅によると

されている。 しか しそのような図を見るまでもな く,楽



天の邸宅にあった池は唐代の上級住宅にも多 くあったと

み られ るか ら,そ れを見た入唐学僧たちが 日本に伝えた

ものと考え られる。但 しその池は院内ではな く院外に林

園として設けられていたか ら,寝 殿造における寝殿前の

南池の設置は平安貴族の発想 と言えるか もしれない。

4.古 代住宅の異なる展開とその文化的背景

前章において,唐 代の上級住宅 は四合院形式が主流で

はなか った こと,さ らに清代住宅のような閉鎖的なもの

でな く,開 放性を有 していたことが明 らかとなった。そ

して寝殿造は,四 合院形式ではない一殿二楼式の唐代上

級住宅と繋が る。また唐代上級住宅が池を有 し、木造建

築で朱塗 りの門と白壁の築地塀であったという点 におい

て も寝殿造に良 く似ている。だとすれば,建 物の構造と

材料,住 み方,起 居様式は異なっていても,両 者はほぼ

同質の住宅形式である。本章は、その後の展開が中国と

日本でどのように異なったか,そ の文化的背景は何であ

ったかを考察する。とくにその視点は,道 と住宅配置の

関係および空間の秩序性の2点 である。

4.1中 国の古代住宅の展開

清代 とその前後の四合院住宅については, これまで多



くの調査が されて きた。本研究では前述の視点か ら,西

安市 と山西省平遥城の住宅を調査 した。平遥城は西周代

に作 られたが,明 代以降の ものが現存 している。その典

型例を図に示 している。図4-1～3は 回教の清真寺に近

い西安市西羊市街 に現存する住宅であり,明 末か ら清代

のもの とみ られた。図4-4～7は 平遥城内に現存する住

宅であり,清 代か ら民国時代の ものである。敷地間口は

10rn前 後の狭い住宅が多い。院の左右に廟房があ り,門

は建物 と一体 になった門房であり,四 合院形式である。

院は奥に2～3あ り,門 房の奥に庁房のある住宅 もある。

庁房 は結婚式,葬 式の時の行事に使われる。しか し客の

正式な接客および家にとって最 も重要な祖先祭祀はさら

に奥の上房の中央 にある部屋(唐 代では堂であったが現

代では庁 と呼ぶ)で 行われるので,空 間の秩序性か らみ

れば奥の建物が上位 となる。清代 に相応す る日本の近世

武士および明治以降の都市中間層の独立住宅では,道 側

に座敷を面 してお り,そ の上位(表 、晴)は 道側であ り,

中国のそれ とは全 く逆である。上房中央の庁の部屋の左

右には房があり,そ の形態は唐代でみた左右対称の三間

形式を継承 している。廟房 もそれと全 く同 じ形式である。

庁の奥の壁には,西 安では居住者が回教徒であるのでイ

スラム経典に類す る絵を祭 っており,平 遥では庁の奥に

小室の祖堂を構え,そ こに菩薩と土地神を祀る住宅もあ

る。庁の源流は祭祀空間の堂と称する部屋であったか ら,

その空間性 は継承 されている。また庁の左右にある2つ

の房は,上 房に向か って右房が親夫婦の部屋であ り,左

房が長男夫婦または父の弟夫婦などの部屋 とな り,右 房

が上位である。 これは廟房にも言え,上 房に向か って右

廟房が兄夫婦,左 廟房が弟夫婦の部屋である。そして廟

房の部屋は上房に近い方が上位となる。この右上位の秩

序性 は後述するが,儒 教の礼 に起因す る。

次 にこれまで四合院住宅は南向きを基本として語 られ

てきた。 しか し実際には北,西,東 入 りも存在す るが,

その違いによる住宅平面の相違は全 くない。居室の上下

関係をみても,南 入 りでは上房に向かって右房 と右廟房

が上位であ り,そ れは東側 となる。北入 りも右側であり,

それは西側となる。同じように東入 りではそれが北側,

西入 りでは南側である。つまり東西南北の方位ではなく,

上房の庁を基点 としてその左右の上下関係という秩序性

が尊重 されている。

西安,平 遥の清代住宅は柱は木材であるが外壁は煉瓦

である。道に面する門と塀 も唐代にみた木造の朱塗 りの

門と白壁の築地塀ではな く外側を煉瓦で覆 っている。唐

代の塀にあった窓 もない。その煉瓦で覆われた門房の高

さは写真4-1,2に みるように7～8rnも ある。前に述

べた楽天の住宅の塀は肩位までの高さであったから,そ

の閉鎖化は極めて大である。また西安,北 京の住宅も門

房の軒下に小 さな明かり窓があるだけで,煉 瓦で覆われ

た門房の高さは3～4mに も達する。それに入ロ門の位

置は中央ではな く端に寄せたものが多い。これは南東の

方位を良とす る風習の流行とも言われるが,道 と内部を

遮断 しようとす る閉鎖化の表れ といえる。中央に門があ

る場合でも院内に障景 とい う戸を設けて外か らの視線を

遮断 しているのである。

次に重要なのは、廟房のある四合院形式がいつごろか

ら主流になったかである。明清代は四合院が主流であっ

たか ら,問 題は宋元代である。その時代の史料 も少ない

が,宋 代の文姫帰漢図注28)には南門と東西門が門房に変

化 している様子が窺える。また元代の永楽宮の壁画注29)

には廟房 と門房の両方がはっきりと描かれている。また

前述 したように、元代以降の衛署州郡都省の古図には廟

房のような建物が多 く出現 している。そのことから元代

に四合院への変化が進み,明 清代にかけて広 く一般化 し

たと考えられる。

4.2日 本の古代住宅の展開

左右対称の初期寝殿造は平安末期にかけて崩れていく

が,西 門または東門が正門 となり,そ れに近い方をハ レ

とし,そ の反対方向をケとす る空間の秩序性が成立 した

ことを川上貢氏が明らかにしている注30)。それを西礼,

東礼と称 している。それは中国住宅の秩序性が正門とは

反対方向の奥が上位であるのとは大きく異なる。また寝

殿造の対屋においても東西で上下の違いはないが,中 国

住宅においては上房に向か って右を明確に上位とするの

で,こ のことも大きな相違である。厳然たる左右の秩序

性が存在す る中国住宅に比べて,そ れにこだわ らない日



本住宅 と言える。この西礼東礼と対称性の崩れは中世に

なるとさら進んでいる。それを中世京都の上級住宅の様

子が描かれている洛中洛外図にみてみる。

よく紹介 される細川邸は東正門(東 入 り)で あるが,

主殿は南向きであり,庭 は主殿の南に設けられている。

これは左右対称が崩れた寝殿造の継承であ り,匠 明の配

置に類する。ところが公家住宅とみ られる図4-8の 住宅

は北入 りの北正門である。門は四足門であ り,そ の前の

建物の屋根 も玄関を示す唐破風である。そ して庭は道側

と建物の奥側の2つ がある。表庭と裏庭の成立 と言える。

図4-9は 武士の小笠原氏の住宅であるが,こ れ も北入 り

の北正門である。北側の 棟 門 を入って西側 に道に面 し

て庭があり,主 殿の南にも庭がある。それらの主殿の正

面 も北側の道に向けており,北 入 り正面性の成立と言え

る。洛中洛外図にはさらに西入 り正面性の住宅もみ られ

る。このように築地塀と門の形態は寝殿造と変わ らない

が,建 物は道側に広 く開口 し,そ れに面 して表庭を広 く

設けるという点で 日本住宅の開放性の進展ともみなせよ

う。それは中国住宅の元代以降の閉鎖化への展開とは大

きく異なる。そ して近世にかけて,座 敷 も明確に道側に

設けた正面性へと展開 していったのである。

4.3中 国と日本の異なる住宅展開の文化的背景

中国住宅は左右対称を周代か ら清代まで継承する中で,

元代以降に四合院の一般化 と閉鎖化の展開にあったが,

この文化的背景は何であったか。まず左右対称 について

は,中 国人の好みであるとか、或 いは民族性だとする抽

象的な説明が多かった。その中で伊東忠太氏は陰陽五行

思想か ら説明されている注31)。即ち 「陰陽は太極を中心

として左右に相対す るという思想を形に表 した ものであ

る」と述べている。その通 りかも知れないが,し か しこ

れでは何の ことかよく分か らない。 もっと具体的な生活

規範があったか ら長い間継承されてきたと思われる。

「周礼」小宗伯の条に 「建国の際に王宮の左に宗廟を建

て,右 に社稜を建てる」 とある。その左とは東側,右 と

は西側を意味するが,こ れは廟(路 寝)を 出ずるときの

基準に基づ くものとされ る。 「礼記」玉藻に 「君子寝る

には常 に東首する」 とある。その理由として,鄭 注に

「生気にむかうな り」とあり,生 気とは太陽が登る方位

を意味する。また ギ礼記」喪大記第二十二に 「病人を北

窓の下に頭を東に して寝かせる」とある。 このように東

を生気の方位 とみるはやはり陰陽と関係する。 「周官牧

人職」の鄭注に 「陽祀は天および宗廟を祭 り、陰祀は地

および社稜を祭 る」とあり,陰 陽は尊卑の区別ではなく

相対関係 としなが ら,陽 の右を上位 とする意味がそこに

ある。この左右の相対的関係 と右(東)を 上位とす る規

範は儒教経典にきあ細か く記 されている。その一部をみ

ると、 「礼記」喪大記に 「大夫の喪には喪主は東に座 し、

主婦は西に座す」 とあり,夫 一主婦の関係に左右の上下

関係がある。これは夫婦の居室をも規定 しており,「 礼

記」礼器に 「君 は堂の東にお り,夫 人は西の奥の房にい

る」とある。いわゆる夫婦別寝を窺わせるものである。

昭和7年 の南満州の住宅調査報告では注32),東 の房が主

人室,西 の房が主婦室であり,夫 婦別寝であったことが

記されている。さらに訪問客 との関係においては 「礼

記」曲礼 に 「門を入ると主人は右(東)に 行 き、客は左

(西)に 行 く。主人は東側の階段につき,客 は西側の階

段につ く」とある。清代住宅の調査でも上房の庁の奥に

置かれた左右対称の応接椅子の坐 り方 もやはり右が主人

で左が客であった。このように,中 国住宅における左右

対称 は,単 なる空間の形ではな く,右(東)を 上位 とす

る左右の生活規範が空間の秩序性 として表れたものであ

る。それは南入 り以外の住宅において も,東 西ではなく

左右の規範 として生きている。この ことが左右対称が生

まれ存在 し続けた最大の理 由であろ う。

儒教の内なる規範は仏教文化繁栄の唐代では一部貴族

士大夫の教養に止まっていた。唐武宗による廃仏と儒教

側の排仏 の高まり、そして仏教自らの停滞の中で南宋の

朱子学が興隆 した。そして古典儒教を再編成 した朱子の

「家礼」注33)が、唐代の写本か ら木版への印刷技術の発

展 と朱子の名声 によって中近世社会の貴族官僚はおろか
一般庶民にまで強い影響を与えた注34)

。その内容は古典

儒教経典の 「礼記」 「儀礼」 「周礼」などが礼の本質と

社会関係を広 く論 じているのに比べて,「 家礼」では家

の冠昏喪祭に集約簡略化 し,家 長と家衆の関係及び父母

への忠孝が強調 されている。とくに 「吾が家に同居せる

宗族衆多に して,冬 至朔望に堂上 に聚まり…」 とあり,

宗族主義を強調 している。言わば古典儒教の内小化であ

る。元代以降の囲みを強調する四合院の普及と閉鎖化は

この儒教文化の流れが背景 にあると思われる。

一方寝殿造の左右対称の崩れとその後の日本住宅の開

放性への展開の背景は何か。まず左右対称の崩れについ

ては、これまで国風化注35)、又は純婿取から経営所婿取

婚への変化注36)などで説明されてきた。 しか しこの変化

も方位観念の文化が背景にあろう。儒教は飛鳥以前に日

本に入っているが礼としては根づかなかった注37)。寝殿

造において も右(東)と 左(西)の 上下関係は存在 しな

い。それは東礼西礼の採用,東 西対屋の居住者,寝 殿に

おける客と主人 との位置関係にもみ られる。土俗宗教か

ら出発 した儒教注38)のもつ厳密な方位観に比べて,同 じ

く土俗宗教か ら出発 した日本神道にはそれがない。死ん

だ人の魂は山に昇 り,そ の山で神 となる注39)。まず山が

先にあって特定の方位は存在 しない。十万億土という遙

か西の彼方に浄土があると説 く浄土教 は,源 信によって

平安貴族たちに広 く浸透 したが,そ の西方浄土観 は平安

末期にかけて日本古来の神道 と山岳信仰の影響を受けて



山中浄土観 に変化 している注40)。方位に関係 なく近 くの

霊山が浄土である。また仏教の全経典には 「四方仏性」

とある。即ちあらゆる方位 に仏がおわ しますと説き、ま

た天台は 「山川草木悉皆成仏j,自 然のあらゆる生きと

し生けるものが成仏できると説いている。このような仏

教思想が平安貴族に影響を与え,特 定の方位観が生まれ

なかった理由であろう。従 って中国の左右対称の形だけ

は真似て も,中 身 としてそれを維持する生活規範がない

か ら崩れてい くのは自明の理である。そして鎌倉仏教に

よってさらに仏教の自然化が進んでいる。とくに道元の

禅宗は武士たちの生活思想 に強い影響を与えたが注41),

彼の 「正法眼蔵」には 「東西南北,い ずれの方角もこと

ごとく般若 にほかな らない」,ま た 「こころとは山河大

地」な りと,無 我無心の教えとともに説いている注42)。

これが武士の献身の思想 注43)と結びつき,自 然および公

を尊重する考え となり,外 と内 との関係においての上位

(外、公→表)と 下位(内 、私→裏)の 相対的な空間秩

序が形成された。それが 日本住宅における中世以降の正

面性への背景になったと思われる。

5.結 論

1)中 国における唐代の上級住宅は四合院形式がまだ主

流になっていない。四合院は元代から明清代にかけ

て一般化したと思われる。また唐代住宅は朱塗の門

と白壁の築地塀に囲まれ,清 代の住宅に比べてかな

り開放的であった。

2)唐 代の宮室に近い上級住宅に一殿二楼式があるが,

それが寝殿造と近い関係にある。また唐代の上級住

宅には林園の池があるが,そ の内容は極あて寝殿造

の南池の様子に似ている。唐代の一殿二楼式の住宅

と池が統合されて寝殿造が形成されたとみられる。

3)中 国住宅の左右対称性は儒教の礼における右(東)

上位,左(西)下 位の相対的生活規範に起因する。

また元代以降の廟房をもって囲みを強調した四合院

住宅の普及と閉鎖化は,上 層階級の大家族と宅地の

縮小化のなかで,南 宋の朱子家礼の普及民衆化とそ

の内小化(宗 族主義の強調と発展)が 背景にある。

4)日 本住宅の空間秩序は中国住宅の右(東)と 奥を上

位とする空間秩序とは異なり,道側を上位とする外
一内の秩序性にある。それは特定の方位観を持たな

い民俗宗教と日本仏教の影響である。そして方位に

関係なく道に面して住宅を構える正面性は寝殿造に

おける左右対称の崩れに始まり,日 本仏教の自然化

を背景にして中世にかけてその成立をみた。
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